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令和 4年１１月１日 

建設業労働災害防止協会香川支部 

〒760-0026  高松市磨屋町６－４ 

                         TEL：087-821-5243 FAX：087-821-5229 

Ｅメール： info@kensaibou-kagawa.jp 

                           ホームページ：http://kensaibou-kagawa.jp 

                           検索方法：建災防香川（けんさいぼう） 

 

「建災防だより」は、建設工事現場で働く皆様の安全衛生にお役に立つ情報をタイムリー

にお送りします☆ 店社だけでなく現場の皆様もご覧ください。 

 

◎ 労働災害発生状況 （１面） 

◎ 香川労働局からのお知らせ （２面） 

◎ 第 5９回全国建設業労働災害防止大会（金沢）が開催されました。（３面） 

◎ 香川県建設専門工事業安全大会を開催します。（３～４面） 

◎ 行政機関からのお知らせ（４面） 

◎ 12月～3月 開催の講習予定（４～６面） 

◎   編集後記 

 

１ 労働災害発生状況 
全国の１月～９月における労働災害の発生状況のうち、死亡災害は、全産業で昨年より 21人減

（3.9％減）の 520人であり、建設業においては 9人増（4．9％増）の 192人と前年より増加しま

した。一方、４日以上の死傷災害は全産業では、55,672人増（56.9％増）の 153,585人と大幅に

増加し、建設業においては、725人増（6．9％増）の 11,299人と増加しています。このうち新型

コロナウイルス感染者は全産業の死傷者数のうち 44％を占めている。 

香川県では、９月末現在の死亡災害は、全産業では昨年より 6人減の 4人で、そのうち建設業

においては昨年より 2人減の 1件です。４日以上の死傷災害は、全産業では昨年より 178人増の

1,022人、建設業においては、3人減の 92人となっております。建設業における死亡災害では 9

月末まではⅠ件でしたが、残念ながら 10月に墜落により 2件目が発生しています。休業 4日以上

の災害は昨年より減少しましたが、今年の残り 2か月間、労働災害防止活動を積極的に推進する

必要があります。 

これから年末に向かい、あわただしさが増してきますが、そのような時ほど、現場の巡回と従

業員の教育を行い、皆で明るい歳末・正月を迎えられるよう頑張りましょう。 

１１月 号 

建災防だより 

 

 

http://kensaibou-kagawa.jp/


- 2 - 

 

２．香川労働局からの最低賃金改正のお知らせ 
 香川県最低賃金は、令和 4年 10月 1日から時間額 878円が適用されます。 

 

 

３ 第５９回全国建設業労働災害防止大会（金沢）が開催されました 
第 59 回建災防全国大会が、10 月 6 日（木）7 日（金）の 2 日間、いしかわ総合スポーツセンタ

ー他で開催されました。 

  《大会スローガン》 

「高めよう 一人ひとりの安全意識 みんなで目指そう リスクの低減」 
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□ 安全の誓い（抜粋）□ 

本年は建災防が掲げる「第 8 次建設業労働災害防止５ヵ年計画」の最終年となります．本日

の全国大会を契機として、一人ひとりが安全衛生意識の向上を図り、建設業に従事する方々が

労働災害に遭うことがないよう 

一 店社・作業所の安全衛生管理体制の強化及び「墜落・転落災害撲滅キャンペーン」等を

はじめとする三大災害防止対策の徹底 

一 リスクアセスメントの確実な実施とニューコスモスの積極的な導入 

一 建設現場におけるメンタルヘルス対策の定着と新ヒヤリハット報告の普及に向けた安全

衛生対策の推進 

を重点施策として、安全衛生活動に積極的に取り組み、建設業に従事するすべての世代が未来

に希望や誇りを持ち，家族や社会のために精一杯働くことのできる安全で安心な魅力ある職場

環境を実現することを誓います。 

令和 4年 10月 6日 

第 59回全国建設業労働災害防止大会 

香川県関係表彰者一覧 

 今年は次の方々が表彰されました。 

◆安全衛生表彰 【功績賞】 

   ・ 安全衛生推進者   中 村 敏 浩   中村土木株式会社 

・    〃       三 宅  勝    株式会社 三宅工務店 

・    〃      髙 木 宏 樹   株式会社 高木産業 

・    〃      樋 口 修 一   株式会社 大京穴吹建設 

・  職   長    林 原 修 作   東讃建設株式会社 

 ◆安全衛生表彰 【優良賞】  

・ 会  社      株式会社 小 竹 組 

・   〃       蓮 井 建 設 株式会社 

・   〃       株式会社 弘 恵 土 建 

・   〃       竹 内 建 興 株式会社 

 

４．香川県建設専門工事業安全大会を１２月９日（金）にサンメッセ香川で 

開催します！！ 
今年度も香川労働局の後援を頂き「香川県建設専門工事業安全大会」を、次のとおり開催

致しますので、お知らせします。  

建設工事は発注者から工事を請け負った施工者によって工事が行われますが、その施工に

あたっては元請けと多くの関係請負人がそれぞれの工事を分担しています。その関係請負人

である専門工事業者により工事現場の安全は守られているといってよいでしょう。その専門

工事業者のための安全大会です。 

日  時    令和４年１２月９日（金） １３時３０分～１５時３０分 

場  所    サンメッセ香川 2 階 サンメッセホール（高松市林町２２１７番地１） 

主 催 者    建設業労働災害防止協会香川支部 

香川県内の各専門工事業団体（１９団体） 

後   援     香川労働局  
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内  容    安全表彰及び講演 

講  演   「建設業における労働災害の防止について」 

             香川労働局 労働基準部 健康安全課長  角井 尚規 

講  演   「労働災害を撲滅せよ！～神は細部に宿る～」 

社会保険労務士  朝倉 俊哉 

 

５．行政からのお知らせ 
 （詳細は建災防香川ホームページのお知らせ欄をご覧ください） 

 令和４年度最低賃金額の改定及び最低賃金の引上げに向けた中小企業・小規模事業者支援事

業に関する周知・広報の実施等について（9/29） 

 香川県最低賃金は、令和 4年 10月 1日から時間額 878円が適用されます（10/11） 

 女性建設労働者のための作業員施設の整備促進に向けた建設関係助成金の 周知について

（10/13） 

 熱中症対策等に関するアンケート調査への協力依頼について（10/14） 

 地域建設産業の生産性向上・持続性確保支援事業のご案内 国土交通省（10/19） 

 資源有効利用促進法政省令の改正について（10/19） 

 租特法（災害特例）周知文（建設業）（10/19） 

 今秋以降の感染拡大期における感染対策についての分科会提言について②マスクの着用に関

するリーフレットについて（10/21） 

 「過労死等防止啓発月間」の取組に係る周知について 香川労働局長（10/21） 

 R4下請取引適正化推進月間協力依頼要請文書（10/26） 

 ９月価格交渉促進月間アンケート調査（協力依頼）（10/26） 

 R4「しわ寄せ防止」リーフレット（10/26） 

 

６．１２月～３月開催の講習等予定 

講習予定日 講  習  名 講 習 会 場 

１２月５日～９日 
※学科 2 日･実技 1 日 

車両系建設機械（整地・運搬・積込用・
掘 削 用 ）運 転 技 能 講 習 

(学科) 香川地域職業訓練センター 

(実技) タ ク テ ッ ク 

１２月 ６日（火） 
フルハーネス型安全帯使用作業 

特   別    教    育 
香 川 県 建 設 会 館 

１２月 ８日（木） 自 由 研 削 砥 石 特 別 教 育 香 川 県 建 設 会 館 

１２月１２日(月) 
または１３日(火) 

※1 日講習 

車両系建設機械（解体用）運転 

技 能 講 習 

(学科・実技) 

タ ク テ ッ ク 

１２月１５日(木) 

   １６日(金) 
コ ン ク リ ー ト 造 工 作 物 の 

解 体 等 作 業 主 任 者 
香 川 県 建 設 会 館 

12月 19日～21日 

※学科 2 日･試験 1 日 
一般建築物石綿含有建材調査者講習 香 川 県 建 設 会 館 

１２月２２日(木) 

    ２３日(金) 
職 長 ・ 安 全 衛 生 責 任 者 教 育 香 川 県 建 設 会 館 

１月 １１日(水） 
  ～１３日(金） 

地 山 の 掘 削 及 び 土 止 め 支 保 工 
作  業  主  任  者 

香 川 県 建 設 会 館 
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講習予定日 講  習  名 講 習 会 場 

１月 16日～18日 
※学科 2 日･試験 1 日 

一般建築物石綿含有建材調査者講習 香 川 県 建 設 会 館 

１月 １９日(木) 

２０日(金） 
建 築 物 等 の 鉄 骨 の 組 立 て 等 

作  業  主  任  者 
香 川 県 建 設 会 館 

１月 ２３日(月) 

 ～２５日(水) 

※学科 1 日･実技 1 日 
ロ ー ラ ー 運 転 者 特 別 教 育 

(学科)  香川地域職業訓練センター 

(実技)   タ ク テ ッ ク 

１月 ２４日（火) 現 場 管 理 者 統 括 管 理 講 習 香 川 県 建 設 会 館 

１月 ２６日(木) 

２７日(金） 
特定化学物質及び四アルキル鉛等 

作  業  主  任  者 
香 川 県 建 設 会 館 

１月３０日(月) 
～２月１日(水) 

※学科 1 日･実技 1 日 

小型車両系建設機械（３トン未満） 
運  転  特  別  教  育 

（学科）香川地域職業訓練センター 
（実技）タ ク テ ッ ク 

２月 ２日 (木) 

３日 (金） 
石 綿 作 業 主 任 者 香 川 県 建 設 会 館 

２月 ２日（木） 
建設工事の職場環境改善実施担当者 

講習（メンタルヘルス講習） 
香 川 県 建 設 会 館 

２月  ６日 (月) 

７日 (火） 
型 枠 支 保 工 の 組 立 等 

作 業 主 任 者 
香 川 県 建 設 会 館 

２月  ８日 (水) 

９日 (木） 
職 長 ・ 安 全 衛 生 責 任 者 教 育 香 川 県 建 設 会 館 

２月 １０日(金) 丸のこ等取扱い作業の安全衛生教育 香 川 県 建 設 会 館 

２月 １３日(月) 

１４日(火） 
足場の組立て等作業主任者技能講習 香 川 県 建 設 会 館 

2月 15日～17日 

※学科 2 日･試験 1 日 
一般建築物石綿含有建材調査者講習 香 川 県 建 設 会 館 

２月 ２１日（火） 

    ２２日（水） 
玉 掛 け 技 能 講 習 

(学科・実技) 

タ ク テ ッ ク 

２月  ２４日（火） 職長・安全衛生責任者 能力向上教育 香 川 県 建 設 会 館 

２月 ２７日(月) 

～３月 ３日(金) 

※学科 2 日･実技 1 日 

車両系建設機械（整地・運搬・積込用・ 

掘 削 用 ）運 転 技 能 講 習 

(学科) 香川地域職業訓練センター 

(実技) タ ク テ ッ ク 

３月 ６日(月) 

または７日(火) 
※1 日講習 

車両系建設機械（解体用）運転技能講習 
(学科・実技) 

タ ク テ ッ ク 

３月 ９日（木） 足場の組立て等特別教育（６Ｈ） 香 川 地 域職 業 訓練セ ン タ ー 

学科：3月 13日 

実技：  14・15日 
小型車両系建設機械（３トン未満） 

運 転 特 別 教 育 
(学科) 香川地域職業訓練センター 

(実技) タ ク テ ッ ク 

３月 １６日（木） 

     １７日（金） 
特定化学物質及び四アルキル鉛等 

作  業  主  任  者 
香 川 県 建 設 会 館 

３月 ２３日（木） 

     ２４日（金） 
一戸建て等建築物石綿含有建材 

調 査 者 講 習 
香 川 県 建 設 会 館 

３月 ２７日(月) 

～３０日(木) 

※学科 2 日･実技 1 日 
高 所 作 業 車 運 転 技 能 講 習 

(学科) 香川地域職業訓練センター 

(実技) タ ク テ ッ ク 
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・講習の申込書は建災防のホームページからダウンロードできます。 

・申込みは講習日の３カ月前から、先 着 順 で受付します。受付期間内でも定員に達した 

場合は締切りますので、お早めにお申込みください。予約はできません。 

・石綿作業主任者、石綿含有建材調査者講習、職長・安全衛生責任者教育及び小型車両系建設機 

械（整地・運搬・積込み用、掘削用）運転特別教育はすぐに定員になってしまいますので、事 

前に空き状況をお問合せください。 

・ゴシック太字の講習は、人材開発支援助成金対象の講習です。 

 

 

[編集後記] 

 戦後の労働災害における死亡者数は、昭和 36 年をピークに横ばいを続けたが、昭和 47 年の労

働安全衛生法の施行を機に大幅に減少し、その後、元方や事業者に対する行政の取組と官民挙げ

ての努力により減少を続けてきた。現在では絶対数でピーク時の 10 分の 1 になっている。雇用者

数に対する死亡者数では、18 分の 1 程度に大きく減少した。しかしながら令和 3 年の 288 という

数字は、年間の作業日数より多い。毎日Ⅰ人全国どこかで死亡災害が発生していることになる。

ただこの数字はほとんどの事業者にとっては他社の事故・災害であり、幸い自社は災害を経験し

ていない。このため災害事例が他人事であり自社の安全活動に生かし切れていないのではないか。 

今は、災害が起こったときの災害防止対策ではなく、災害が起こっていない状態を維持するには

どうすべきかを考える時代になっている。デンマークの E.Hollnagel 博士が提唱している Safety-

Ⅰ＆Safety-Ⅱの Safety-Ⅱの安全対策が求められている。(T.T.) 

 


